
コミュニティFM局を
活かしたまちづくりWG

なみえFM準備会



メンバー

浪江町ご出身、アーティストであり、行政書士の方。
南相馬のさいがいFMの運営に関わられていたカメラマンの方。

その他にも、町民、浪江に関わる方みんなでＦＭ局について考えたい。





これまでの活動

・まずは、聴く習慣のニーズ把握➢サンプル番組 制作中

【コーナー】
飲食店紹介、浪江分署からの交通情報、高校生による企業インタビュー

・F-REIの皆様とのコーナー企画→実行（公開収録実施）
5月２０日（水）山崎光悦さんと大橋未来さんとのセッション



これまでの活動





助成金の申請

・放送するには企画作成、出演者依頼、台本づくり、収録、編集、、、
時間がかかること。

・クオリティーを守りたい。ラジオご経験者のメンバーで取り組む中で、
制作するならよきものを。

となると、時間と労力に見合った予算と設立予算、場所を検討せねばならない。

➢福島国際研究教育機構地域連携加速化事業補助金に申請、採択待ち。
F-REIと自治体との連携必須。市街地整備課F-REI立地室にご依頼済み。



課題
・ラジオいつからやるの～？
・ラジオに関わりたい人がいるんだけど、、、
・「災害時に体制を整えるんだよね？」→それは本物だ。

災害時に機能する、電波機能、
設備、スタジオの確保までの
道のりは長い。



皆さんにお願いしたいこと

なので、まずはサンプル番組づくりを一緒にしていきたい。

目指すのは、町民がみんな出演したことがあるFM局。
馴染みのFM局になることにより、災害時にも自然と聴く。
普段から聴き慣れた声で伝えてもらうことにより、安心する。

みんなで創るFM局を目指して、次のコーナーを計画中。



皆さんにお願いしたいこと
【なみえ町民の声を集めたコーナー】

○住んでいるところ(浪江町以下、町外は市、町、県外は都道府県)

○名前(苗字、名前だけでも可)記名はフルネーム(後の名簿化のため)

○年齢

+

○職業、勤務先、肩書きなど

(+移住者か、帰還者かなどもニーズ把握などで参考になるかも？）

○浪江町の好きなところ

○浪江の未来に望むこと

○浪江のおいしいもの、名物、名所、お土産

○ショートバージョンは内容を選んで、だいたい20sec目安に

(ラジオ化した時のために)

30秒くらいでも編集で20秒にできると思います。

○SSではなく、番組やコーナーとして紹介できるように長めのバージョンもアリ？

スマホで声を収録し、
メンバーに

共有してください☆

他にもご一緒できる
コーナー制作や
企画案など大募集！











次世代モビリティー
誰もが楽しめ

社会に役立つ未来の創造

2026年5月30日
株式会社 マスヒロ

多様なモビリティで様々な移動を「ラクに 楽しく 安全に」
 

成果発表会

浪江駅西側地区共創会議総会まちづくワーキング

 モビリティ ワーキング・グループ



振り返り



第二回 2026年11月5日開催 
                                    （株）マスヒロ 増子

多様な小型モビリティを活用して、
浪江駅西側地区を中心とした交通課題の解決につながる事業モデルを検討します。

域外から訪れる研究者、事業者、観光客、外国人をはじめ、住民、高齢者などの、
多様な移動ニーズに対応する、シェアリングエコノミー（共有経済）の実現と、
ゼロカーボンへの貢献を目指します。

エリアマネジメントや観光事業者との連携も検討し、
サービスモデルの共創・実証を通じて、浪江町にフィットする仕組みを模索します。

＜特に参加を希望する事業関係者＞
・事業実施主体となり得る地元パートナー 
・モビリティ関係者、交通事業者、旅行事業者
・観光、地域振興 ・地域拠点施設関係者
・高齢者支援関係者 ・再生エネルギー ・交通DX



浪江から浜通りを変える！
先端モビリティでまちづくりと観光造成

復興庁



新しい街作り構想

実現したい未来は、次世代のスマートシティ。

多様なモビリティを活用し、異なる課題やニーズを満たし、
住む人と訪れる人が「ラクに楽しく安全」に移動できる街作り。

住む人が楽しめれば、より多くの訪れる人を呼び、
地域の賑わいと触れ合いの創出により、地域の魅力向上に繋がります。





ハード

ソフト

コンテンツ造成
• ソリューション構築

•運用ノウハウ コンサルティング

•助成事業 申請〜サポート

ワ
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有形

有形

無形

•保守

•映像制作(ドローン空撮含め）
• LP/HP/パンフレット

•運用ノウハウ
• アプリ

•電動キックボード
•電動サイクル（漕がずに進める）

•電動アシスト自転車
•非電動モビリティ（お子様用まで）

課題解決のコンテンツ造成 包括的なソリューション支援 
 二次交通 観光産業 地域創生



ここでしか出来ない

これでしか出来ない





包括的なプラットフォーム事業 交通課題解決と観光造成
 【唯一無二】 物と事をワンストップのオールインワンでご支援

車体と運用ノウハウ

コンサルティング支援

街作り ブランディング
観光造成支援

映像制作
アプリ・HP・LP・
パンフレット

車体 定期
点検・保守

楽旅ライセンス
実用新案

引率ガイド養成

付加価値
独自サービス

地域毎にカスタマイズ
差別化

多様な車種
バリエーション

物を事へ 生涯で人生の主役：免許返納者まで対応LTV：世代に応じて乗り物は変化

画期的な企画を調査、提言提案だけではなく、それを実現するところまで、コンサルティングや共創推進、

ビジネスマッチングなどのシナリオを描き、参画者のキャスティングや事業化プロデュースのサービスを提供。
地域の交通課題や新たな観光産業やガイド雇用創出の仕掛けを行います。クライアントの要望に応じ、地域
の強みや弱みを踏まえながら、住む人や訪れる人、更に地元の自治体・観光協会・商工会・警察署などのス

テークホルダーとも調整を図り、現地の魅力と経済効果の向上をお手伝い。

強み：異なるメーカーの多様な車種を包括的なご提供

独自性 
  モビリティ ツアー支援システム



https://youtu.be/fYi_gqAyJq0?si=-pUy-P0NzIqFXm2y事例：ツアー造成とガイド養成＠行田市様

・特定小型原付１６歳以上免許不要
・免許不要のシニアカー 

やアシスト自転車まで

車体 定期
点検・保守

実装後も年単位で包括的にご支援

安全な裏道を組み合わせ開発



二次交通

環境保全

観光ガイドツアー

オーバー

ツーリズム

社会貢献

高齢者

免許返納

電動モビリティ – ユースケース

＜導入効果＞街作り 観光造成

交通課題 賑わいと触れ合い

経済活性化 回遊性向上 

地域PR 利用者によるSNS拡散 
提供サービス概要

＜特徴＞

電動モビリティ(16歳以上免許不要）

折り畳み可能（鉄道・バス・車・船で運搬）

 



インターン生のフィールドワーク
町内の移動手段を整備

安全に楽しめる様に
運転講習会やマナー啓発

町内ツアー

広報用の写真・映像制作も含む

浜通りでの実績
楢葉町 ならはみらい様やデジラボ社様との取り組み

R７年の様子を以下リンクから視聴下さい
浪江町請度小学校→伝承館ツアーも有



浜通りでの実績
楢葉町 ならはみらい様やデジラボ社様との取り組み

インターン生のフィールドワーク
町内の移動手段を整備

安全に楽しめる様に
運転講習会やマナー啓発

町内ツアー

広報用の写真・映像制作も含む

R７年の様子を以下リンクから視聴下さい
浪江町請度小学校→伝承館ツアーも有



R８年度

浪江駅西側地区における
軽モビリティ導入実証事業

未来志向の交通意識、交通生活様式づくりに向けて

15

復興庁



２．浜通り復興リビングラボ事業 出典：復興庁HP
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２．浜通り復興リビングラボ事業 出典：復興庁HP
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【いわき市×（株）マスヒロ】

【目的】

⚫ 市内拠点エリアや観光スポットへの周遊手段の整備等を目指し、電動モビリティのエリア内周遊に関する

可能性を調査する。（モビリティは、電動キックボード・漕がずに進む電動サイクル等、異なる複数のタイプ

を用いる。）

【令和７年度実施内容】

⚫ いわき大物産展（10/18-19）にて体験試乗会を実施。来場者の電動モビリティへの理解を深めるとと

もに、利用可能性に関するアンケート調査を行った。

⚫ また、市職員と共に観光スポットの三崎公園まで観光ルートを電動モビリティを用いてで試走。勾配の厳し

い道路での利用可能性について確認

電動モビリティの二次交通としての有効性検証

いわき大物産展試乗会の様子

（いわき市）

市職員による三崎公園までの

急こう配の登り坂など試走（いわき市）

電動モビリティを利用することにより、自動車や徒歩に比べて、
あなたの行動範囲が広がることは考えられますか？

1：80件（59％）

2：38件（28％）

3：4件
（8％）

4：14件
（10％）

試乗会で実施したアンケート調査結果例
（アンケート集計数136件）

1：十分考えられる 2：どちらともいえない

3：考えられない 4：未回答

（令和７、８年度実施）



未来のスマートシティ
多様なモビリティで様々な移動を ラクに 楽しく 安全に

【実証試験】 
 浪江国際研究学園都市構想 F-REIの立地を踏まえた街作り 
 浪江駅西側地区における軽モビリティ導入 復興庁



浪江町のモビリティに関する上位計画の位置づけ



徒歩の商圏
片道１Km

F-REI
宿泊施設

浪江国際研究学園都市構想（F-REI立地を踏まえた街作り 駅からF-REIの通勤等） 

多様なモビリティで様々なニーズと課題をキャッチアップ
差別化と付加価値で周遊の利便性と地域の魅力を向上

駅

道の駅

「浪江駅」→F-REI→「浪江駅」
ゼロカーボンのモビリティで未来のスマートシティを創出

駅を起点にF-REIまでの往来
宿泊施設から街の周遊も楽しめる

例：4Km → 徒歩で40分、モビリティなら12分

起点

請戸小学校

東日本大震災

伝承館

浪江 請戸漁港

R8年駅前閉鎖ルート箇所あり
実証期間中の利用者へ
注意点として伝達



貸
出
の
同
意
書

関
係
者
へ
の
案
内



JR様へのご協力のお願い
•実施期間における車体の保管場所の活用

•構内にある清掃用具の保管場所

•用途 ①朝の貸出と夕方の返却における受付場所（実施事業者で施錠）

②夜間における保管及び充電（充電は自販機から延長コードで確保）

電源は自販機コンセントから延長
コードを椅子の裏に隠してテープ留め
（昼間は延長コードは外す）

最大で5台以内を想定
（100V 500W）
4輪リリース時期は未確
定＝別途で応相談



浪江町 電動モビリティが繋ぐ研究と地域の未来

F-REI立地を踏まえた街作り

浪江駅を起点
に実証試験

〜4輪多様なモビリティで様々な移動を便利に

ランチタイム 駅前や道の駅まで移動

F-REI起点に
実証試験

町民を対象
に試乗体験の
イベント

地域の足への
発展を検討
住人・来訪者

駅前

道の駅



浪江駅西側地区共創会議
コミュニティ部会（第2回）

個別事業ワーキンググループ結果概要

浪江町市街地整備課

日 時 2025.11.05（水）15時35分-16時42分 ※コミュニティ部会第2部
場 所 浪江町防災交流センター会議室
参加者 共創会議会員44名（町民、事業者等）
グループ 第1回の発表者、第2回のアイデアピッチ新規発表者を仮リーダーとする5テーマ

共通

2
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d.モビリティWG（1/2）

参加者 立場 プロジェクトに対する発言

株式会社マスヒロ

（増子氏）
④

• モビリティ提供事業者に声をかけながら、キックボード・2輪・3輪・4輪を包括した代理店と、交通や観光の総合プラットフォーム

事業（コンサルティング及びプロデュース）を行っている。未来に向けた街作りや観光造成で貢献出来れば幸いです。

• 浪江町は各スポットが点になっており、それぞれを結ぶ交通手段がない課題がある。1種類のモビリティを提供するだけではなく

複数種類のモビリティを提供しなければ幅広いニーズ（若者・高齢者、地元住民・観光客等）に応えることはできない。

• 電動キックボード利用についていわき市でアンケートを取ったところ、若い世代よりもむしろ中高年層での利用率が高く、車にキッ

クボードを乗せて移動先で利用する事例もあったため、幅広いターゲットが検討し得る。漕がずに進む電動サイクルタイプも好評。

• ラストワンマイルの移動を改善する解決策として、免許を返納した人でも乗れる電動４輪モビリティ（車いす仕様以外の屋根

付き乗用車タイプ）の活用も選択肢に挙げられる。広い駐車スペースが不要なほか、1台50万円程度であれば費用も抑えら

れる。車体に広告を貼ることで地域資源の情報発信に活用することもできる。

株式会社渡辺商

店

（渡邊氏）

③

• ガソリンスタンドを営んでおり、地域の交流拠点となることをテーマに事業を行っている。浪江町ではラストワンマイルの交通手段

がない点が課題だと感じており、特に高齢者をターゲットに移動を補助できるモビリティを提供していきたい。

• 浪江町は各スポットが線で繋がっておらず、プロモーション等ソフト面の施策も活用しながら町を点ではなく線でつなげる必要性

を感じる。また一つのモビリティに頼るのではなく、バス・電動キックボード・電動車いす等複数のモビリティを組み合わせることも

一案である。

• 電動キックボードのような新たなモビリティに多くの機能を付けすぎると、車との差別化が難しくなるため留意が必要である。

株式会社伊達重

機

（前司氏）

⑤

• 水素ステーション事業を行っており、その赤字を補填するためレンタカー事業を行っている。また電動キックボードのレンタルも行っ

ているが利用が少なく情報発信に課題感あり。役場の実証実験では広く広報できるものの、事業開始後一民間企業が駅等

にチラシを置くことは難しい。

• 電動キックボードを借りている方の多くは観光目的であり地域住民の方の利用は少なく、特に冬場は寒いため利用が少なくな

る。スーツケースを持った観光客・ビジネス客の宿泊施設までの歩行移動距離が長い点にはニーズを感じる。

• 電動キックボードは体への負担上、短距離には向くが、長距離は向かないという特徴があり、移動距離やカゴの有無等によっ

て複数種類の電動キックボードを展開する必要性を感じる。

• レンタカー需要はあるものの、多くの場合いわき駅や郡山駅など浪江駅より手前の駅で借りてしまうため、浪江駅周辺でレンタ

カー事業を展開する難しさを感じる。鉄道利用後の交通手段がないことがその利用客数を下げている一因とも考えられるため、

JRとの提携を持ち掛けることも一案である。

• シェアカーサービスも実施したが、乗り捨てができないこと、長時間利用ではないことがネックとなって利用が少なく、撤退をしてし

まった。

• 浪江町内では年配の方は駅前よりも郊外に住んでおり、スマートモビリティのような乗り合いタクシーでは移動できる範囲も含ま

れるため、電動車いすのニーズはあるように感じる。

A.11/5参加メンバー間
振り返り用

29



d.モビリティWG（1/2）

参加者 立場 プロジェクトに対する発言

株式会社

H.T.Coast

（谷口氏）

④

• 東京で公認会計士として勤務後、1月より浪江に移住、会社を立ち上げ。会計面での課題があればモビリティ領域でも協力したい。

• 移住の際に株式会社伊達重機のレンタカーを利用したが、本サービスは町の補助金制度を通して知ることができた。より幅広い人へ

の認知を進めるにはwebサイトでの予約を可能にする必要性を感じる。

株式会社いの

ちとぶんか社

（榎内氏）

①

• 富岡町出身であり、双葉郡の移住定住の支援を行う中で移動手段への課題を感じている。

Zip 

Infrastructure

株式会社

（河邊氏）

②

• 南相馬市で都市型自走式ロープーウェイの開発を行っており、モビリティ開発において提供できる知見がある。

東京海上日動

火災保険株式

会社

（三浦氏）

④

• 今年F-REIと連携協力の合意を行っており、保険以外の領域も含め地域活性化に協力していきたい。自動運転のアセスメントを取

得しているため、自動運転における提携が可能である。

• 中距離移動の利便性を高めるためには、自動運転バスを運行することも一案である。浪江町内で周回コースを作れば需給バランス

を調査しながら事業を行うことができる。

東邦銀行

（加藤氏）
④

• 法人コンサルティング部で相双エリアの復興に関わっており、モビリティ領域を含め法人の課題解決に協力していきたい。

ネッツトヨタ福

島株式会社

（柿坪氏）

④

• なみえ創成小中学校において水素教育への協力を行っており、浪江町内に販売店もあるためモビリティ領域での協力をしていきたい。

• 現在はモビリティへの需要が少なくても、今後浪江駅前の整備が進めば需要は増えるだろう。

三井住友海上

火災保険株式

会社

（橘氏）

④

• 浜通り地域での営業を担当しており、電動キックボードの危険性も感じている中で、安全面でのコンサルティングで協力することがで

きる。

• 浪江町内の電動キックボードがどこに設置されているのか情報源がわからず、毎回スマートモビリティを呼んでしまっている。

パナソニック株

式会社エレクト

リックワークス社

（松井氏）

②

• 照明器具を中心とした電源資材を扱っている。グループ会社にパナソニックサイクルテック株式会社があり、ママチャリ型の小型原付

を発売ているほか、同じくグループ会社のパナソニックホームズ社ではまちづくりに関わっており、浪江町でのまちづくり及びモビリティ領

域で協力が可能である。

A.11/5参加メンバー間
振り返り用
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参加者 WGテーマに対する発言概要

株式会社マスヒロ

（増子氏）

• モビリティ提供事業者に声をかけながら、キックボード・2輪・3輪・4輪を包括した代理店と、交通や観光の総合プラットフォーム事業（コンサ

ルティング及びプロデュース）を行っている。

• 電動キックボード利用についていわき市でアンケートを取ったところ、若い世代よりもむしろ中高年層での利用率が高く、車にキックボードを乗

せて移動先で利用する事例もあったため、幅広いターゲットが検討し得る。

参加者

• 東京で公認会計士として勤務後、1月より浪江に移住、会社を立ち上げ。会計面での課題があればモビリティ領域でも協力したい。

• 富岡町出身であり、双葉郡の移住定住の支援を行う中で移動手段への課題を感じている。

• 南相馬市で都市型自走式ロープーウェイの開発を行っており、モビリティ開発において提供できる知見がある。

• 今年F-REIと連携協力の合意を行っており、保険以外の領域も含め地域活性化に協力していきたい。自動運転のアセスメントを取得して

いるため、自動運転における提携が可能である。

• 法人コンサルティングで相双エリアの復興に関わっており、モビリティ領域を含め法人の課題解決に協力していきたい。

• なみえ創成小中学校において水素教育への協力を行っており、浪江町内に販売店もあるためモビリティ領域での協力をしていきたい。

• 浜通り地域での営業を担当しており、電動キックボードの危険性も感じている中で、安全面でのコンサルティングで協力することができる。

• 照明器具を中心とした電源資材を扱っている。グループ会社でママチャリ型の小型原付を発売しているほか、他にまちづくりに関わっているグ

ループ会社もあり、浪江町でのまちづくり及びモビリティ領域で協力が可能である。

• ガソリンスタンドを営んでおり、地域の交流拠点となることをテーマに事業を行っている。

• 浪江町は各スポットが線で繋がっておらず、プロモーション等ソフト面の施策も活用しながら町を点ではなく線でつなげる必要性を感じる。ま

た一つのモビリティに頼るのではなく、バス・電動キックボード・電動車いす等複数のモビリティを組み合わせることも一案である。

株式会社マスヒロ

（増子氏）

• 浪江町は各スポットが点になっており、それぞれを結ぶ交通手段がない課題がある。1種類のモビリティを提供するだけではなく複数種類の

モビリティを提供しなければ幅広いニーズ（若者・高齢者、地元住民・観光客等）に応えることはできない。

d. モビリティWG 対話概要（１／２）
B.会員共有用

■参加者 ㈱マスヒロ 増子様、他10名（町内事業者5団体、町外事業者5団体）
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参加者 WGテーマに対する発言概要

参加者
• 浪江町ではラストワンマイルの交通手段がない点が課題だと感じており、特に高齢者をターゲットに移動を補助できるモビリティを提供してい

きたい。

株式会社マスヒロ

（増子氏）

• ラストワンマイルの移動を改善する解決策として、免許を返納した人でも乗れる電動４輪モビリティ（車いす仕様以外の屋根付き乗用車

タイプ）の活用も選択肢に挙げられる。広い駐車スペースが不要なほか、1台50万円程度であれば費用も抑えられる。車体に広告を貼る

ことで地域資源の情報発信に活用することもできる。

参加者

• 浪江町内では年配の方は駅前よりも郊外に住んでおり、スマートモビリティのような乗り合いタクシーでは移動できる範囲も含まれるため、電

動車いすのニーズはあるように感じる。

• 水素ステーション事業を行っており、その赤字を補填するためレンタカー事業を行っている。また電動キックボードのレンタルも行っているが利用

が少なく情報発信に課題感あり。役場の実証実験では広く広報できるものの、事業開始後一民間企業が駅等にチラシを置くことは難し

い。

• シェアカーサービスも実施したが、乗り捨てができないこと、長時間利用ではないことがネックとなって利用が少なく、撤退をしてしまった。

• 浪江町内の電動キックボードがどこに設置されているのか情報源がわからず、毎回スマートモビリティを呼んでしまっている。

• 移住の際に町内のレンタカーを利用したが、本サービスは町の補助金制度を通して知ることができた。より幅広い人への認知を進めるには

webサイトでの予約を可能にする必要性を感じる。

• 電動キックボードのような新たなモビリティに多くの機能を付けすぎると、車との差別化が難しくなるため留意が必要である。

• 電動キックボードを借りている方の多くは観光目的であり地域住民の方の利用は少なく、特に冬場は寒いため利用が少なくなる。スーツケー

スを持った観光客・ビジネス客の宿泊施設までの歩行移動距離が長い点にはニーズを感じる。

• 電動キックボードは体への負担上、短距離には向くが、長距離は向かないという特徴があり、移動距離やカゴの有無等によって複数種類

の電動キックボードを展開する必要性を感じる。

• レンタカー需要はあるものの、多くの場合いわき駅や郡山駅など浪江駅より手前の駅で借りてしまうため、浪江駅周辺でレンタカー事業を展

開する難しさを感じる。鉄道利用後の交通手段がないことがその利用客数を下げている一因とも考えられるため、JRとの提携を持ち掛ける

ことも一案である。

• 中距離移動の利便性を高めるためには、自動運転バスを運行することも一案である。浪江町内で周回コースを作れば需給バランスを調査

しながら事業を行うことができる。

• 現在はモビリティへの需要が少なくても、今後浪江駅前の整備が進めば需要は増えるだろう。

d. モビリティWG 対話概要（２／２） B.会員共有用

■参加者 ㈱マスヒロ 増子様、他10名（町内事業者5団体、町外事業者5団体）
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参加者 WGテーマに対する発言概要

株式会社マスヒロ

（増子氏）

• モビリティ提供事業者に声をかけながら、キックボード・2輪・3輪・4輪を包括した代理店と、交通や観光の総合プラットフォーム事業（コンサ

ルティング及びプロデュース）を行っている。

• 浪江町は各スポットが点になっており、それぞれを結ぶ交通手段がない課題がある。1種類のモビリティを提供するだけではなく複数種類の

モビリティを提供しなければ幅広いニーズ（若者・高齢者、地元住民・観光客等）に応えることはできない。

• 電動キックボード利用についていわき市でアンケートを取ったところ、若い世代よりもむしろ中高年層での利用率が高く、車にキックボードを乗

せて移動先で利用する事例もあったため、幅広いターゲットが検討し得る。。

• ラストワンマイルの移動を改善する解決策として、免許を返納した人でも乗れる電動４輪モビリティ（車いす仕様以外の屋根付き乗用車

タイプ）の活用も選択肢に挙げられる。広い駐車スペースが不要なほか、1台50万円程度であれば費用も抑えられる。

車体に広告を貼ることで地域資源の情報発信に活用することもできる。

参加者

●意見、情報提供等

• Web予約導入による認知拡大の必要性

• 双葉郡の移住定住支援を通じた移動手段の課題認識

• 南相馬市での都市型自走式ロープーウェイ開発に基づくモビリティ知見

• 自動運転のリスクアセスメントに関する提携可能性

• 電動キックボードの危険性を踏まえた安全面コンサルティングの提供

• 町内は各スポットを点ではなく線でつなげる必要性

• バス・電動キックボード・電動車いす等複数のモビリティを組み合わせによる最適化

• ラストワンマイルの交通課題と、高齢者を対象とした移動補助モビリティ提供の必要性

• レンタカー、電動キックボードのレンタル事業を展開中。情報発信の課題認識。

• 電動キックボードを利用者の多くは観光目的。冬場は利用減。宿泊施設までの移動への潜在需要。

• 駅前整備進展による将来的なモビリティ需要増加の見通し

●提案

• 中距離移動の利便性向上に向けた自動運転バス導入と周回コース設定による需給調査

d. モビリティWG 対話概要

■参加者 ㈱マスヒロ 増子様、他10名（町内事業者5団体、町外事業者5団体）

C.一般公開用
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電動車椅子をはじめとするパーソナルモビリティのシェアリングを主軸に、
浪江駅西側地区を中心としたラストワンマイルの交通課題解決に繋がる事業モデルを検討します。

地域外から訪れる研究者・事業者・観光客をはじめ、住民や高齢者など多様な移動ニーズに対応し、
誰もが使いやすい移動環境の実現を目指します。

観光、福祉、日常利用といった分野を横断しながら、エリアマネジメントや関係事業者との連携を視野に
入れ、サービスモデルの共創・実証を通じて、浪江町にフィットするモビリティの仕組みを模索します。

＜特に参加を希望する事業関係者＞

・パーソナルモビリティ（電動車椅子等）メーカー
・販売＆レンタル事業者
・モビリティシェアリング、Maas、交通サービス事業者

・観光事業者、旅行事業者、エリアマネジメント関係者
・地域拠点施設（駅・公共施設・商業施設・宿泊施設）
・高齢者支援、福祉、介護、医療関係者

・交通DX、サービス設計、データ活用、アプリ開発等のITテック事業者
・決済、ポイントサービス等の金融・IT事業者

第三回 2026年3月開催
 
                  （株）渡辺商店 渡辺氏 川村氏



第二回 2026年11月開催
 
（株）渡辺商店 渡辺氏 川村氏























令和 7 年度第 6 回浪江町地域公共交通会議の参加

開催日時：令和 8 年 3 月 3 日（火）13：00〜14：30

開催場所：浪江町役場本庁舎 2 階庁議室

報告事項・議題：【議案】浪江町地域公共交通計画（最終案）
について

（株）マスヒロ 増子

事業紹介と実証実験の共有 



R8年5月実証実験の様子
浪江駅からF-REI



特定小型原付 16歳以上免許不要（免許返納者・学生・訪日外国人も可）
・一人乗・丸ハンドル・公道20Km走行可能
・電動と水素燃料の2種 浪江産の水素で地産地消モデルの先駆けに！

11月以降にテスト予定

R8年5月実証実験
朝の通勤様子



次世代ホープツーリズム  【過去の事例から学び 平和を願う旅】
ハイブリット：大きな移動はバス 立ち寄る場所は電動キックボード

①安全：引率ガイド付 ②安心：インカム無線付ヘルメット

③思い出：乗車シーン動画贈呈 高校生〜インバウンドまで対応

TOKYO

東日本大震災 復興支援エリア

   

誘客へ寄与 関係人口の増加
大手旅行会社とコラボにて
福島県様の掲げる
ホープツーリズムを発展させ
浜通りを盛り上げたい

復興庁

構想（案）イメージ
実際の3.11伝承ロードとの
連携は整っておりません



TOKYO

【地域魅力向上により誘客へ寄与 - 関係人口の増加】
   大手旅行会社とコラボにて福島県様の掲げるホープツーリズムを発展
   福島県と浜通り全体を盛り上げたい

請戸小学校

東日本大震災

伝承館
福島第一原発

浪江 請戸漁港



連携企業・団体様 一例        

NPO日本文化体験交流塾

復興庁



浪江駅西側地区共創会議 モビリティワーキンググループ

ご参画頂ける事業者や団体を募っております。

•イベント：試乗体験会

•観光コンテンツ造成：レンタルやガイドツアー 引率ガイド養成含

•地域の交通課題解決：免許返納車向けの４輪を含めた町作り

自治体・観光協会

商工会・まちづくり

•誘客：インバウンド含めた高付加価値ツーリズム

•施設起点でモビリティの貸出。 様々なニーズをキャッチアップ

旅行会社

宿泊施設

•鉄道 電動モビリティ

•観光バス 電動モビリティ

•レンタカー＋電動モビリティ

鉄道・バス

レンタカー
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浪江駅西側エリアでの
馬とのふれあい

一般社団法人SOMA
(ノーマ・ホースヴィレッジ運営)

共同代表 高橋大就



ノーマ・ホースヴィレッジ

2024年12月に室原地区に「ノーマ・ホースヴィレッジ」を開園、乗馬体験・レッスン、
ホーストレッキング、ホースマンシップ講習、ホースセラピーなどのサービスを提供し
馬事文化に根差した事業を展開しています。



アイディア①：馬とのふれあい

浪江駅西側エリアに乗馬体験や餌やりなど馬とのふれあいができる場を設ける



馬とのふれあい：実績

道の駅なみえでのポニー乗馬体験



アイディア②：馬車移動

浪江駅西側エリアに馬車で移動できるエリアを設ける



馬車移動：実績

鏡石町さくら祭りでの馬車引き



アイディア③：馬耕体験

浪江駅西側エリアで馬を使った農業を体験できる機会を設ける



馬耕体験：実績

酒田地区での馬を使った代かき ノーマの谷での馬を使った耕起作業



求む。

• 馬と触れ合いたい方 / 乗ってみたい方

• 馬と触れ合う仕事がしたい方

• 馬の扱いができる方



ノーマ・ホースヴィレッジに馬と触れ合い
に遊びに来てください。

ノーマ・ホースヴィレッジ
住所：浪江町室原竹ノ花77
電話： 080-7200-7589



スポーツ × 医療 × 地域活性化 プロジェクト

浪江駅⻄側地区公⺠連携まちづくりアイデア提案

FUKUSHIMA WWW.
クラブハウス兼
オンライン医療モール事業計画

提案者

READY SOCIAL 株式会社 2025年11⽉



事業概要 NAMIE WE ARE PARK Project

プロジェクト名称

NAMIE WE ARE PARK

⽴地

福島県浪江町 浪江駅⻄側地区

事業コンセプト

スポーツを通じた地域活性化と
ヘルスケア‧ウェルネス拠点形成

JFA公式サッカーグラウンド EU式スタジアム対応

クラブハウス RC造3階建 2,000㎡

オンライン医療モール F-REI連携

ウェルネスエリア リラクゼーション等 施設配置イメージ（⿃瞰図） ※現時点での構想イメージです

READY SOCIAL株式会社 FUKUSHIMA WWW. クラブハウス兼オンライン医療モール事業計画 | 2



スケジュール（フロー） 2027年 〜 2030年 ロードマップ

企画‧設計‧調整 建設‧⼯事 運営‧OPEN
Q1 Q2 Q3 Q4

調整地確保‧基本設計
‧⽤地交渉、測量調査
‧基本構想策定

公募⼿続き
‧公募開始
‧提案書作成

企画⽴案‧選定
‧パートナー事業者選定
‧事業協定締結

設計完了‧実施設計
‧詳細設計
‧建築確認申請

⼯事契約
‧建設業者選定
‧着⼯準備

建設⼯事（⼯期：12ヶ⽉）
‧クラブハウス建設（RC造3階）
‧グラウンド整備（JFA公認⼈⼯芝）

竣⼯‧内装⼯事
‧建物引渡し
‧テナント内装

プレオープン
‧スタッフ研修
‧試験運⽤

GRAND OPEN
‧F-REI本施設完成に合わせて開業
‧オープニングイベント開催
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2030

テナント募集‧契約締結



ターゲット戦略 地域と世界をつなぐ3つの主要ターゲット

F-REI（福島国際研究教育機構）を中⼼とした研究者‧企業と、地域住⺠が交わる
新たなコミュニティ拠点を形成し、多様なニーズに対応します。

F-REI研究者‧職員

想定数: 500名

主なニーズ‧課題

研究活動と両⽴できる効率的な健康管理

オンライン医療による待ち時間短縮

国際⽔準のウェルネス環境

スポンサー企業‧合宿誘致関連

想定数: 50社

主なニーズ‧課題

従業員向けの福利厚⽣充実

健康経営の推進サポート

企業間交流‧ネットワーキングの場

地域企業‧住⺠

商圏⼈⼝: 広域

主なニーズ‧課題

⾝近な健康づくり‧運動拠点の不⾜解消

地域コミュニティの再構築‧活性化

スポーツイベント等による交流⼈⼝拡⼤
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デベロップメント計画（フロア構成） 複合施設としての機能集積

建物断⾯図イメージ RC造 3階建

3F

2F

1F

3階 ウェルネス‧コミュニティ 1,200㎡

ウェルネスエリア (700㎡): リラクゼーション施設、フレイル対策プログラムルーム

コミュニティスペース (500㎡): 会議室‧イベントスペース、コワーキングエリア

2階 スポーツジム 1,500㎡

トレーニングエリア: 最新マシン完備、フリーウェイトゾーン

スタジオ: ヨガ、ピラティス、グループエクササイズ対応

付帯設備: 更⾐室、シャワールーム、サウナ

1階 医療‧飲⾷‧エントランス 800㎡ + 共⽤

オンライン医療モール (500㎡): 内科‧整形外科対応、調剤薬局併設、デジタル聴診器

飲⾷店エリア (300㎡): カフェ‧レストラン、スポーツ栄養指導対応メニュー

延床⾯積合計 約 4,000㎡ (共⽤部含む)
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